
１０月２３日 

士師記 18:9 そこで、彼らは言った。「さあ、彼らのところへ攻め上

ろう。私たちはその土地を見たが、実に、すばらしい。あなたがた

はためらっている。ぐずぐずせずに進んで行って、あの地を占領し

よう。 

 

べ っ く さ ん ： 20121023  「 勝 利 か 敗 北 か 」

https://youtu.be/mMT7EXtt-HM 

 

・主とみことばに信頼して歩むとき、現実に振り回されるのではな

く、主が生きて働いておられることを知り、前向きに生きることが

できる。 

・過去を振り返ると、なお未解決の問題が多く残っていることに気

づかされるが、それらを主の前に悔い改めて祈りたい。 

・イスラエルの民は、カナンの地をすべて占領するよう命じられな

がら、途中でやめてしまった。 

・私たちもまた、主に救われ神の子とされながら、主の戒めと約束を

十分に信じきれず、歩みを止めてしまうことはないだろうか。 

・知らず知らずのうちに主から離れ、悔い改めることなく、霊的な成

長や前進が滞ってしまうことがある。 

・信仰の戦いは激しく、長く続くものである。だからこそ、疲れ果て

ることなく、戦い続けていきたい。 

・士師とは、民をさばき導く者であり、救いの働きを担う存在であっ

た。その背後には、人々の信仰が問われていた。 

・民がどれほど不信仰に陥っても、主は時にかなって救い主を送り、

助け出してくださった。 

・私たちも敵である悪魔との戦いを続け、この世と妥協することな

く、主を見上げて歩み続けたい。 

・すべてを主に委ね、明け渡して歩む信仰の歩みは、一見冒険のよう

であっても、主が必ず祝福してくださると信じる。 


